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要 旨

看護職者 の 関係開始 ス キ ル と個人 の 内的属性と の 関係 に つ い て 調 べ た
. 内的属性を自我同 一 性,

自己没入, 共感的配慮 , 孤独感 , 対人不安と した
. 調査対象は 2 つ の総合病院 に就労する看護職

者332 名 と した . 測定用具 に は和 田 の 社会的 ス キ ル 尺度 の 下位尺度 で ある関係開始 ス キ ル 尺度,

谷 の 多次元自我同 一 性尺度, 坂本 の 自己没入尺度 ,
デ ィ ゲ ィ ス の 対人的反応性指標 の 下位尺度 で

あ る共感的配慮尺度, 落合 の 孤独感 の 類型判別尺度, 林 ･ 小川 の 対人不安意識尺度を用い た . そ

の 結果, 対人不安 と関係開始 ス キ ル と は負の有意 な相関が認め られ た. ま た自己没入 と関係開始

ス キ ル と は正 の 有意な相関を示した
. 自我同

一

性 に お い て は関係開始 ス キ ル と年齢, 経験年数,

兄弟数, 友人数別 で有意 な正の 相関がみ られ た
.

さ ら に共感的配慮と関係開始 ス キ ル と は友人数

別 に お い て 有意な正 の 相関を示した . 孤独感と関係開始 ス キ ル と は職位 , 友人数別 で 有意な相関

がみ られた
.

また
, 関係開始 ス キ ル に 最も影響する個人 の 内的属性は対人不安 で あり, 次に 自己

没入 で あ っ た
. 以上 の こ と か ら看護職者の 内的属性 は関係開始 ス キ ル に 影響を与え て い る こ とが

示唆された .
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看護活動 で は, 患者一看護者間 の 人間関係に お

い て コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力が重要と なり, 患者

を知る に は相手と の 関係を ス ム ー ズ に 行なえる こ

と が必要 で あ る . ま た看護職 の 同僚及 び他職者

( 医師, 薬剤師, 栄養士な ど) と の 結び つ きは看

護活動を ス ム ー ズ に 運ん で くれ る . 相手 に 対する

好意的な印象 は好意的な対人反応 に結び つ き
, 杏

定的な印象は否定的な反応 に つ なが る こ とが多 い
.

つ まり相手と良好な人間関係 を築くため に は, 棉

手に よ い印象を与え
, 見ず知 らず の 人に 自分か ら

話しか け, 自分を売り込む こ とが で き, 新 し い 関

係を作る など自分 の 意思 ･ 欲求な どを開示 して 警

戒を与えず ス ム ー ズ に 人と の 関係を開始する ス キ

ル で ある関係開始 ス キ ル が必要 に な っ てく る.

ブ - メ ス ク
ー

ら は, 対人有能性 とし て関係開始,

ネ ガ テ ィ ブな主張, 自己開示, 情緒的 サ ポ ー ト
,

衝突回避等をあ げて い る. また和田 は人間関係 の

社会的 ス キ ル と し て 関係維持 , 関係開始, 自己主

張等 をあ げて い る . 和田 に よれ ば, ｢ 関係開始 ス

キ ル と ノ ン バ ー バ ル 行動や セ ル フ モ ニ タリ ン グと

正 の 相関を示し, 孤独感と負 の 相関がみ られ た｣
1 )

と報告 して い る. ま た, ｢ 恋人が い な い も の よ り

い る もの の 方 が関係開始 に 優れ て い る｣
2 )

とら報

告し て い る
.
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関係開始 ス キ ル に影響する個人 の属性 に つ い て

文献を検討 し て みると自我同
一

性, 自己没入, 共

感的配慮, 孤独感, 対人不安等が考え られる . 関

係開始 に は特定 の 他者 に対 して 自分自身 に 関する

情報を言語 を介 して 伝える行為 ( 自己開示) と意

図的 に本人が情報を曲げて 自分 に都合 よく
,

ある

い は世間的 に格好 よく伝える自己表出とが ある
3 )

.

そ の ため に は自分が自己を確認する, つ まり自我

同
一

性 ( ア イ デ ン テ ィ テ ィ) が重要とな っ てくる.

ま た
,
｢ 自我同

一

性は こ れ こ そ自分だと い う自分

の 独自性 の 実感 で あるが
,

それ は自分ら し い と感

じられ る自分が他者 一 社会か らも認め られ, 自分

の あり方と他者か ら の期待や要請が
一

致 した とき

に経験 され る｣
4 )

と言われ て い る こ とか ら
, 他者

か ら認め られ て 自我同
一

性を確立 した人は , 対人

関係 に お ける関係開始も ス ム ー ズ に行う こ とが で

きるもの と考え る.

坂本 は ｢ 自己没入 の 強 い 人は抑う つ に な りやす

く
, 抑う つ 状態が続くと自分 に 関して 深く考え込

ん で 内に こ も っ て しまう . ｣
5 )

と述 べ て い る
.

また

抑う つ に なると気分がめ い っ て ふ さ ぎこ ん で しま

い
, 話す の が億劫 に な り人と会う の を避 け引き こ

も っ て しまう . 抑う つ 状態はネ ガ テ ィ ブな自己イ

メ ー ジ を受 け入れたりそれ を維持させ たりする よ

う に 働く
6 )

.
こ れ ら の こ と か ら自己没入 の 強い 人

は人と の 関係開始がうまくで きな い可能性が考え

られる .

山岸 は ｢ 社会的ス キ ル は対人場面 に お い て効果

的に相手 に 反応する ため に用 い られる言語的, 非

言語的な行動 で ある . 具体的な ス キ ル を適切 に発

拝するため に は相手 に共感 できる こ とが必要とな っ

て くる. ｣
7 )

と述 べ て い る
. 共感的な人 は他者と交

流を楽しみ
, 自分自身 の 問題 を大げさ に話 して 注

意を ひく ような こ と ばせ ず, 他者 の感情 に 関心を

持 っ こ と で 感謝され る こ とを喜び, 他者とよく知

り合い に なる こ とを楽 しみ に する人で ある
8 )

. 逆

に共感的能力 の 低い人は, 柔軟性 に か け衝動的傾

向が あり , 自己中心的 で友人が少なく内向的 で疑

い 深 い 人で あ る
9 )

.
し たが っ て共感的能力 の 高い

人 の ほ うが 自分か ら話 しか け, 人間関係を築 い て

い こ うとする こ とか ら関係開始 ス キ ル は高 い と考

えられる
.

対人関係を避 けたり, 会話を し て も長続きしな

い 人は孤独 で ある
10 )

と い われ て い る . 孤独を抱く

と人は どう見られ て い るか に敏感 に なり, さ ら に

孤独が強くな っ て いく
11)

. 孤独 を感じ る人で は
,

人 に特別な印象を与えた い と 強く思 うため消極的

で あると い う印象を与えたり好ま しくな い と見 ら

れ たりする の で はな い かと い う こ と に過剰 に反応

し て しま う
11)

. 吉森等 は, 孤独感 の 強い人 の 特徴

と し て ｢ ①自己開示が少なく, 他者 に 自己開示さ

せ る こ とが少な い
. そ の ため 円滑な人間関係を妨

げる
. ②他者と の 相互作用 の 間, 相手 に あま り興

味を示さ な い
. 相手 に質問した り , 注意 を向 ける

こ とが少なく, ひ と つ の 話題 で会話 を続 ける こ と

も少な い
. ③自己主張が弱く, 消極的 で ある. ④

対人関係 に おける失敗を努力 の 欠如や方略 の まず

さ に帰属せず, 自分 の社会的能力 の 欠如 に帰属す

る. そ し て簡単 に あき らめ て しまう . ⑤他者か ら

は自尊心が低く, 他者 に 興味を示さず理解し にく

い 人とみ なされ て い る
. ｣

12 )
な どをあ げて い る . ま

た J o n e s ら は ｢ 孤独な人 ほ ど相手 に 言及 する陳

逮, 相手 の 以前 の陳述 へ の 応答, 相手 へ の 質問が

少な い , すなわ ち会話 の ソ
ー シ ャ ル ス キ ル に か け

る . ｣
13 )

と も報告 し て い る . ま た S p it z b e r g ら は

｢ 自己評定 の 有能性と孤独感 と の 間に 負 の 相関を

見出し
, 孤独な人は対人有能性 に か け, また効果

的に しか も適切 に他者と相互作用する能力 に 欠け

る . ｣
14 )

と報告 し て い る .
つ まり孤独感が 強 い も の

は ど ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル に欠け他者 と効果的な相互

作用を築く こ とが で き な い と考え られ る
.

S cbi e n k e r ら は ｢ 対人不安 と は現実 の ある い は

想像上 の 対人場面 に お い て他者か ら の 評価 に直面

した り, もしくはそれ を予測 した りする こ とか ら

生 じる不安状態 で あ る. ｣
1 5)

と述 べ て い る
. 対人不

安の 強 い 人は人に 会う こ とを 回避す るため に, 人

と うまく話 をする こ とが で きなくな る. 内気 で器

用に振舞う こ とが で きな い た め に人と の かか わり

を回避する こ と に な る
16 )

. さ ら に対人不安 の 強い

人は対人関係を実際 に避 け, 非親和的な振る舞 い

をする こ とが多く , 他人と の 相互関係を取れ なく

な り外向性が低 い とも考え られる
17)

.
L e a r y もま

た ｢ 他人 の 非難や批評 に対 して 過度 に気 にする人

はそう で な い人 に比 べ て
,

よ り多く の 対人不安を
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経験する
. ｣

1 8)
と い う こ とを報告 して い る.

M a r k u s

は ｢ 対人不安 の 強い人は自分 に 自信が もて な い 人

で あ り, 自分 の予測した事態 に な ると い っ そう自

分 の おかれ た状況に こ だわ っ て しま い
,

それ に よ っ

て そ の 人 の 対人的問題をさ ら に 悪化する こ と に な

る . ｣
19 )

と述 べ て い る
.

こ れ ら の 報告を総合する と

個人 の 対人不安 は関係開始 ス キ ル に影響する こ と

が推定 で きる.

以上 の こ とか ら
, 次 の よ うな仮説を設定 した .

1 . 自我同
一

性 は関係開始 ス キ ル に影響する
.

2 . 自己没入は関係開始 ス キ ル に影響する.

3
. 共感的配慮 は関係開始 ス キ ル に影響する .

4 . 孤独感は関係開始 ス キ ル に影響する.

5 . 対人不安は関係開始 ス キ ル に影響する
.

研究方法

1
. 調査対象

母集団は 2 つ の 公立総合病院 に勤務する看護職

者か ら無作為抽出した350 名と した
.

2
. 調査内容

本研究 で は関係開始 ス キ ル を従属変数と し, 自

我同
一

性 ･ 自己没入 ･ 共感的配慮 ･ 孤独感 ･ 対人

不安を独立変数と し, こ れ ら独立変数 に つ い て の

測定結果と関係開始 ス キ ル と の 関係を調 べ た . ま

た, 性 ･ 年齢 ･ 経験年数 ･ 職階 ･ 看護教育背景 ･

兄弟姉妹 ･ 友人数等 の 人口学的背景 も調査 した .

3 . 測定用具

関係開始 ス キ ル の 測定 に は和 田 の 社会的 ス キ ル

尺度 の 下位尺度 で ある関係開始 ス キ ル 尺度
25)

を用

い た
.

こ れ は 7 項目 で 構成され, 5 件法 で評定す

る尺度 で ある
. 自我同 一 性は谷 の 多次元自我同 一

性尺度
19 )

を用 い た.
こ れ は2 0 項目 で 構成され ,

7

件法 で 評定する尺度 で ある. 自己没入は坂本 の 作

成した自己没入尺度
21 )

を用い た. こ れ は11 項目 で

構成され , 5 件法 で 評定する尺度 で ある
.

さ ら に

共感的配慮 は デ ィ ゲ ィ ス の対人的反応性指標 の 下

位尺度 で ある共感的配慮尺度
22) を用 い た .

こ れ は

7 項目で構成され, 5 件法 で評定する尺度 で ある.

孤独感は落合 の 孤独感 の 類型判別尺度
23 )

を用 い た
.

こ れ は16 項目 で構成され , 5 件法 で 評定する尺度

で あ る
. 対人不安 は林 ･ 小川 の 対人不安意識尺

度
24)

を用 い た . こ れ は66 項目 で構成され , 7 件法

で評定する尺度 で あ る
.

い ずれ の 尺度 も信頼性 ･

妥当性が検証さ れた も の で ある
.

4 . デ ー タ の 統計処理

偏相関係数, 標準偏回帰係数, 信頼性係数 α の

算出に は統計 ソ フ ト S P S S を使用 した .

5
. 調査方法

調査対象 で ある病院 の 看護部長 の許可を受けて
,

看護師 - の配布を依頼 した
. 倫 理的配慮と して 調

査は無記名と し
,

デ
ー

タ は統計的 に処理を行う た

め, 個人 の プ ラ イ バ シ ー は漏れ る こ と はな い 旨 の

説明書を添付 し, こ の 調査 の主 旨 に承諾 で きる方

に つ い て の み調査を依頼 した. 調査期間は200 1 年

7 月20 日 - 7 月30 日ま で と し, 留め置き法をと っ

た.

結 果

1 . 調査表 の 回収率と対象者 の 属性

調査対象者350 名 の う ち
, 有効回答数 は332 名

( 有効回答率94 .9 % ) で あ っ た
. 対 象者 の 人口学

的背景は表 1 に示 した.

表 1 対象者の背景 n
= 3 3 2

性 別
1 1 3 .3

女 性 3 21 9 6 .7

年 齢

2 4 歳 以 下 30 9 .1

2 5 - 3 4 歳 89 2 6 .8

3 5 - 4 4 歳 98 2 9 .5

4 5 歳 以 上 11 5 3 4 .6

3 年 以 下 37 l l .1

4 - 6 年 34 1 0 .3

種族年数 7 - 9 年 21 6 .3

1 0 - 1 9 年 90 2 7 .1

2 0 年 以 上 1 50 4 5 .2

看 護 師 長 1 3 3 .9

職 階 副 師 長 ･ 主任 11 8 3 5 .5

看 護 師 2 01 6 0 .6

大 学 7 2 .1

学 歴 短 大 55 1 6 .6

専 修 学 校 2 70 8 1 .3

｢
~
面 み 25 7 .5

1 人 95 2 8 .6

2 人 99 2 9 .8

3 人 以 上 11 3 3 4 .1
~ ~

雇 25 7 .5

兄 弟 数

人

人

人

上

3

5

以

～

～

人

ー

2

4

6

数人友

31 9 .4

1 4 9 4 4 .9

9 4 2 8 .3

3 3 9 .9
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2
. 本研究で使用 した尺度 の 信頼性

本研究 に お い て 使用した尺度 の C r o n b a c h の α

を算出し信頼性を確認 した. 多次元自我同
一

性尺

度 は0 .9 18 , 自己没入尺度0 .899
, 共感的配慮尺度

0 .707 , 孤独感 の 類型判別尺度0 .495 , 対人不安意

識尺度0 .975
, 関係開始 ス キ ル 尺度0 .894 で あ っ た.

3
. 関係開始 ス キ ル と個人 の 内的属性 と の 関係

表2 に は関係開始 ス キ ル と個人 の 内的属性 と の

関係を示した . 看護職者 の 関係開始 ス キ ル と自己

没入と の 間 に正 の 有意な相関が あり , 対人不安と

の 間に負 の 有意な相関を示 した
. しか し自我同

一

性 , 共感的配慮 , 孤独感と の 間に有意 な相関はみ

られなか っ た
. 次 に関係開始 ス キ ル に最も影響す

る個人 の 内的属性 を標準偏回帰係数 で みると対人

不安 で あり, 続 い て 自己没入 の 順で 影響し て い た.

表2 関係開始ス キル と内的属性との 関係
n = 3 32

属 性 偏相関係数 標準偏回帰係数

0 .0 5 4 0 .0 65

自 己 没 入 0 .1 83
* *

0 .2 0 4
* *

共感的 配 慮 0 .0 42 0 .0 41

孤 独 感 - o .o 36 - 0 .0 35

対 人 不 安
- 0 .2 5 4

M 事
- o .3 46

w

*

pく0 .0 5
,

* *

p く0 .01
,

榊

p く0 .0 01

4 . 性別にみた関係開始 ス キル と個人 の 内的属性

と の 関係

表3 に は性別 に みた関係開始 ス キ ル と個人 の属

性と の 関係 , な らび に 個人 の 属性 で ある自我同 一

性, 自己没入, 共感的配慮
, 孤独感, 対人不安等

の ど の 属性が最も関係開始 ス キ ル に影響 して い る

か に つ い て 示した
. 自己没入と関係開始 ス キ ル と

表 3 性別 にみ た個人 の内的属性と関係開始
ス キルとの関係 n

= 3 3 2

属 性
,ぎ性#

s , , c

* 性群
s ,

0 .0 8 4 0 .0 6 8 0 .0 2 7 0 .0 3 2

自 己 没 入 0 .7 3 5 0 .5 1 3 0 .1 9 8
榊

o .2 2 2
榊

共感的配慮 o .6 6 2
'

0 .5 8 8 0 .0 1 5 0 .0 1 4

孤 独 感 o .1 9 3 0 .0 7 2 - 0 .0 4 5
-

0 .0 4 4

対 人 不 安 1 .5 3 7 1 ) .6 0 0
- 0 .2 6 5

' 群
-

o .3 5 8
M

+
*

pく0 .0 5
,

耕

p く0 .0 1
,

榊

p く0 .0 0 1

P C : 偏相関係数( p a r ti a一 C o r r e一a ti o n c o e ffi c i e n t)

S P : 標準偏回帰係数( S t a n d a rd P a rti a l r e g r e s s i o n )

の 関係 をみると , 女性群 に お い て有意水準0 . 1% の

正 の 相関があ っ た. ま た対人不安 と の 関係をみ る

と有意水準0 .1 % の 負 の 相関が あ っ た
.

しか し自我

同 一 性 , 共感的配慮, 孤独感 は関係開始 ス キ ル と

は相関が みられ なか っ た. 次 に 関係開始 ス キ ル に

最 も影響 し て い る属性 に つ い て み ると
, 女性群 で

は対人不安, 自己没入 の 帽で 影響 し て い た
.

5 . 年齢別にみた関係開始 ス キ ル と個人 の 内的属

性と の 関係

表 4 に は年齢区分を24 歳以下,
25 - 34 歳, 35 -

44 歳 ,
45 歳以上群 の4 群 に分 け て 関係開始 ス キ ル

と個人 の 属性と の 関係 ,
なら び に 個人 の 属性 で あ

る 5 つ の うち の ど の 属性が最 も関係開始 ス キ ル に

影響 して い るか に つ い て 示し た. 自我同 一

性と関

係開始 ス キ ル と の 関係を みる と45 歳以上群で 有意

水準 1 % の 正 の 相関が認められ た
. ま た自己没入

と の 間で も有意水準5 % の 正 の 相関が あ っ た. 対

人不安と関係開始 ス キ ル と の 関係 をみ ると24 歳以

下群 で有意水準5 % の 負 の 相関を示 し
,

35 - 44 歳

群で有意水準 1 % の 負 の 相関が み られ た
. 次 に関

係開始 ス キ ル に最も影響し て い る属性を みると45

歳以上群 で は自我同 一 性, 自己没入 の 順で影響し

表 4 年齢別に みた個人の内的属性と関係開始ス キル との関係
n

= 3 3 2

属 性
2 5 - 3 4 35 - 44

P C S P P C S P P C S P P C S P

自我 同 一 性 o .1 5 4 0 .1 6 0
- 0 .01 8 - 0 .02 3 1 0 .1 1 4 1 0 .1 40 0 .3 00

自 己 没 入 0 .2 8 6 0 .2 43 0 .06 4 0 .07 4 0 .1 5 3 0 .1 68 0 .25 7
*

0 .27 2
*

共感 的配 慮 0 .1 7 6 0 .1 1 7
-

0 .02 8
-

0 .02 9 0 .1 2 6 0 .1 24 0 .
1 39 0 .1 3 4

孤 独 感 - 0 .1 2 3 - 0 .08 4
-

0 .1 44
-

0 .1 4 9
-

0 .06 4
-

0 .0 62 0 .2 01 0 .20 3

対 人 不 安
- 0 .5 1 0

事
- o .7 00

事
-

o .1 7 1
-

0 .23 5
1

0 .2 85
- 不

一

o .3 83
事 不

一

o .1 7 8
1

0 .22 4

p く0 . 05
, p く0 .01 , p く0 .001

P C : 偏相関係数( P a r ti a一 C o r r el a ti o n c o e ffi ci e n t)
s p : 標準偏回帰係数( s t a n d a r d P a r ti al r e g r e s si o n)
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て い た.

6 . 経験年数別にみた関係開始 ス キル と個人 の 内

的属性と の 関係

表 5 に は看護職経験年数を 3 年以下, 4 - 6 年,

7 - 9 年,
10 - 19 年 ,

20 年以上 の 5 群 に分け て 関

係開始 ス キ ル と個人 の 属性 と の 関係, ならび に個

人 の 属性 で ある 5 つ の うち の ど の 属性が最も関係

開始 ス キ ル に影響 して い るか に つ い て 示した
. 自

我同 一 性と関係開始 ス キ ル と の 関係をみ ると経験

20年以上群に お い て有意水準 1 % の 正の相関があ っ

た
.

ま た自己没入と の 間 に も有意水準 1 % で正 の

有意な相関がみ られ た. さ ら に 対人不安と の 間に

は 3 年以下群, 10 - 19 年群,
20 年以上群 に お い て

有意水準 5 % で負の 有意 な相関を示 した
.

しか し

共感的配慮, 孤独感は関係開始 ス キ ル とは相関が

み られなか っ た
. 経験 の 長 い20 年以上群 の 関係開

始 ス キ ル に最も影響し て い る属性をみ ると
, 自我

同 一 性, 自己没入, 対人不安 の 順で影響し て い た
.

7 . 職階別にみた関係開始 ス キ ル と個人 の 内的属

性と の 関係

表 6 に は職階を看護師長, 副看護師長 ･ 主任,

看護師 の 3 群に 分 け て関係開始 ス キ ル と個人 の 属

性と の 関係, な らび に個人 の属性 で ある 5 つ の う

ち の ど の 属性が最も関係開始 ス キ ル に影響し て い

るか を示 した . 自己没入と関係開始 ス キ ル と の 関

係をみると副師長 ･ 主任群 で有意水準 1 % の 正 の

相関が認 められ た. ま た孤独感 と の 間に も有意水

準5 % の 正 の 相関を示 した. 対人不安と関係開始

ス キ ル と の 関係をみ ると副師長 ･ 主任群 で 有意水

準 1 % の 負 の 相関が あり
, 看護 師群 で 有意水準

o .1 % の 負 の 相関が あ っ た
. 次に 関係開始 ス キ ル

に最も影響 して い る属性を みる と副師長 ･ 主任群

で は対人不安, 自己没入, 孤独感 の 順で 影響し て

い た.

8 . 看護教育背景別 にみた関係開始 ス キル と個人

の 内的属性 と の 関係

表 7 に は看護教育背景を大学卒,
短大卒, 専門

学校卒 の 3 群 に分 け て関係開始 ス キ ル と個人 の属

性と の 関係,
な らび に個人 の 属性 で ある 5 つ の う

ち の どの 属性が最 も関係開始 ス キ ル に影響し て い

るかを示した . 自己没入と 関係開始 ス キ ル と の 関

係をみ ると専修学校群 で 有意水準 1 % の 正 の 相関

表5 経験年数別 にみた個人の内的属性と関係開始 ス キル との関係
n = 3 3 2

属 性
1 0 - 1 9

p c s p p C S P P C S P P C S P P C S P

自我同 一 性 o .2 0 4 0 .2 08 - 0 .0 45
-

0 .0 6 4
-

0 .1 42

自 己 没 入 0 .3 0 6 0 .2 88 0 .11 0 0 .1 38
-

0 .1 5 3

共感的配 慮 o .1 9 3 0 .1 3 7 - 0 .0 93
-

0 .1 07 0 .1 1 5

孤 独 感 - o .1 31 - 0 .09 9 - 0 .2 21
-

0 .2 36
-

0 .1 6 8

空く.T. 請 .

I

.:
I

:
6エ

p

-

<

o

d?.

2

.

1

:
l

o ll 57
1

0 ･2 32
1

P ･

･q l

p c : 偏相関係数( P a rti al C o r r el a ti o n c o effi ci e n t)
s p : 標準偏回帰係数( S t a n d a r d P a r ti a一 r e g r e s si o n)

ー

0 .1 5 5
-

0 .1 0 3
- 0 .1 2 2 0 .2 4 0

ー

0 .1 8 6 0 .1 7 8 0 .20 0 0 .2 3 0
* *

0 .2 47
* *

0 .1 01 0 .02 8 0 .02 8 0 .1 4 2 0 .1 40

-

0 .1 6 3
-

0 .051
- 0 .05 0 0 .1 7 4 0 .1 7 9

- o .41 9 - 0 .2 6 8
*

- 0 .35 9
*

-

0 .1 8 8
*

-

0 .2 42
*

表6 職階別 にみた個人の内的属性と関係開始ス キル との関係

n = 3 3 2

属 性
P C S P P C S P P C S P

0 .61 2 0 .7 65 0 .1 6 3 0 .1 91
-

0 .0 7 2
-

0 .08 7

自 己 没 入 0 .29 7 0 .2 97 0 .27 2
事 事

o .29 0
桝

o .1 2 9 0 .1 44

共感的配 慮 - 0 .35 8
-

0 .2 7 0 0 .1 31 0 .1 2 6 0 .0 3 9 0 .03 8

孤 独 感
1 0 .43 5 - 0 .3 97 0 .22 8

事

o .22 8
事

-

o .o 9 3
-

0 .08 9

対 人 不 安 0 .01 4 0 .01 4 - 0 .26 4
事 事

- o .33 8
事 事

-

o .3 0 0
事 事 事

1

0 .41 4
' 事事

p く0 .05
, p く0 .01

, p く0 .0 01

p c : 偏相関係数( p a rti al C o r r el a ti o n c o e ffi ci e n t)
s p : 標準偏回帰係数( S t a n d a r d P a r ti al r e g r e s s i o n )
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看護職者の 関係開始 ス キ ル と 個人 の 内的属性 と の 関係

が あ っ た . ま た対人不安 と の 間で も有意水準0 .1

% で負 の 相関を示 した
. 次に 関係開始 ス キ ル に 最

も影響 して い る属性 に つ い て みると専修学校群 で

は対人不安, 自己没入 の 順で影響 し て い た
.

9 . 兄弟姉妹数別にみた関係開始 ス キ ル と個人 の

内的属性と の 関係

表 8 に は兄弟姉妹数を無, 1 人 ,
2 人, 3 人以

上 の 4 群 に分 け て 関係開始 ス キ ル と個人 の 属性と

の 関係,
ならび に個人 の 属性 で ある 5 つ の う ち の

ど の 属性が最も関係開始 ス キ ル に影響 し て い るか

に つ い て示 した . 自我同 一 性と 関係開始 ス キ ル と

の 関係をみ ると 3 人以上群 で 有意水準 5 % の 正 の

相関が あ っ た. 自己没入と の 関係をみ ると 1 人群

で有意水準 1 % の 正 の 相関がみ られた
. また対人

不安と の 関係を み ると 1 人群, 2 人群 に お い て 有

意水準0 .1 % の 負 の 相関が み られ た. 次 に 関係開

始 ス キ ル に 最も影響 して い る属性 に つ い て みる と

1 人群 で は対人不安, 自己没入 の 順で影響 して い

た.

1 0 . 友人数別にみた関係開始 ス キ ル と個人 の 内的

属性と の関係

表 9 に は友人数を 0 人, 1 人, 2 - 3 人, 4 -

5 人, 6 人以上 の 5 群に 分け て 関係開始 ス キ ル と

個人 の 属性と の 関係,
な らび に個人 の 属性 で ある

5 つ の うち の ど の 属性が最 も関係開始 ス キ ル に影

響 して い るか に つ い て示 した . 自我同
一

性と関係

開始 ス キ ル と の 関係をみると 2 - 3 人群 で 有意水

準 5 % の 正 の 相関がみ られた
. 自己没入と の 関係

をみる と 1 人群 で有意水準 1 % の 正 の 相関がみ ら

れ た . 共感的配慮と の 関係を みる と 0 人群 で 有意

水準 1 % の 正 の 相関が あ っ た
. 孤独感 と の 関係を

み ると 0 人群 で有意水準 1 % の 正 の 相関があ り,

6 人以 上群で 有意水準 5 % の 負 の 相関が認め られ

た. ま た対人不安と の 関係をみ る と 0 人群 で 有意

水準 1 % の 負 の 相関を示した . 次 に 関係開始 ス キ

ル に最 も影響 して い る属性 に つ い て み ると 0 人群

で は対人不安 , 共感的配慮, 孤独感 の 順で影響 し

て い た
. ま た 1 人群 で は対人不安 , 自己没入 の 順

で 影響 して い た .

表 7 看護教育背景別 にみた個人 の内的属性と関係開始ス キル

との関係
n = 3 3 2

属 性
P C S P P C S P P C S P

0 .6 7 0 0 . 46 2 0 .1 7 4 0 .2 08 0 .0 3 4 0 .0 41

自 己 没 入 0 .6 3 5 1 .11 6 0 .1 8 6 0 .21 3 0 .1 89
* *

0 .2 09
* *

共感 的配 慮
1

1 .3 9 9
-

0 .6 9 2 0 .0 06 0 .0 06 0 .0 76 0 .07 6

孤 独 感 - o .8 81 - 0 .7 71 - 0 .1 31 - 0 .1 2 6 0 .0 2 7 0 .02 7

若く.i.57 -: < .7.

･

.

7

,

9
L

p

-

<

1

d:.

4

.

2

.

1 ･25 7 -

0 ･37 4
-

O ･2 56
叩

~

o ･3 43
耶

P C : 偏相関係数( p a rti al C o r r el a ti o n c o e ffi ci e n t)
S P : 標準偏回帰係数( s t a n d a r d P a r ti al r e g r e s si o n)

表 8 兄弟姉妹数別 にみた個人の 内的属性と関係開始ス キル との関係
n = 3 3 2

属 性
P C S P P C S P P C S P P C S P

0 .08 4 0 .11 0
-

0 .0 37
-

0 .04 4
-

0 .01 5
-

0 .01 6 0 .2 2 6

自 己 没 入 - 0 .0 7 1 -

0 .0 7 6 0 .31 3
* *

0 .34 7
*

0 .1 67 0 .1 79 0 .1 9 7 0 .2 36

共感的配 慮 o .1 2 8 0 .1 2 6 0 .1 1 2 0 .1 01
-

0 .0 44 - 0 .0 4 3 0 .0 4 9 0 .0 49

孤 独 感 - o .o 40 - 0 .0 4 2 0 .0 62 0 .05 9 - 0 .1 24 - 0 .1 1 6 - 0 .0 21 - 0 .0 22

若く.i.謂く. .

0

.

1

子
,

7 l
-

, <

0

:iこ.

- o ･3 88
冊

- o ･53 0
耶

~ o ･3 97
榊

~ o ･4 98
榊

- o ･11 9 - O ll 72

P C : 偏相関係数( p a rti al C o r r e 一a ti o n c o effi ci e n t)
S P : 標準偏回帰係数( S t a n d a r d P a rti a J r e g r e s si o n )
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表 9 友人数別 にみた個人 の内的属性と関係開始ス キル との関係 n = 3 3 2

属 性
｡㌔ S P P C S P P C S P P C S P P C S P

自我 同
一

性
-

o .5 3 4
-

0 .40 7
-

0 .2 5 9
-

0 .2 48 0 .1 9 4
*

0 .2 53
*

0 .05 1 0 .06 7
-

0 .2 0 9 - 0 .20 0

自 己 没 入 0 .6 5 0 0 .3 7 9 0 .51 9
* *

0 .5 2 0
* *

0 .0 71 0 .0 78 0 .1 9 5 0 .2 3 7 0 .3 7 4 0 .501

共感的配 慮 o .8 4 3
* *

0 .7 0 7
* *

0 .2 0 6 0 .1 55 0 .1 43 0 .
1 42

-

0 .03 7
-

0 .04 0
-

0 .1 3 8
-

0 .1 37

孤 独 感 o .8 9 3
* *

0 .5 51
* *

- 0 .2 9 8
- 0 .2 38 . 0 .1 49 0 .1 55 1 ) .03 4

-

0 .03 5
-

0 .4 46
*

- 0 .44 0
*

対 人 不 安
- 0 .8 9 3

耕
一 1 .3 8 8

* *
- 0 .6 47

榊
- o .8 31

榊
1 0 .1 42 - 0 .1 98 - 0 .2 0 9 - 0 .2 7 2 - 0

.3 69
-

0 .51 0
*

p く0 .05
,

I

p く0 .01
, p く0 .001

p c : 偏相関係数( p a rti al C o r r el a ti o n c o effi ci e n t)
S P : 標準偏回帰係数( S t a n d a r d P a rti al r e g r e s si o n )

考 察

1 . 関係開始 ス キル と自我同 一 性の 関係

対象全体 に お い て
, 関係開始 ス キ ル と自我同

一

性 の 間に有意 な相関はみられ なか っ た
.

しか し年

齢別 の45 歳以上 の 群で 正 の 有意な相関を示し た
±

ユ ン グ に よれば ｢ 中年期 の 発達段階は若さや能力

の 減少と い う事実を受け入れ, 自分 の 人生や目標

を振り返 っ て 再検討 し自分 の 人生を正 しく見直す

必要が ある. ｣
2 6 )

ま た ｢ 内的世界志向 へ の 転換を う

まく行 い , 中年 の 自己を確立 し身 に つ ける に つ れ

て より内省的に なり自分 の 経験か ら得られた知識,

常識な ど の 資源をも っ と活用し自分 の 目的をさ ら

に追求 で きi よう に なる. ｣
2 6 '

と述 べ て い る .
つ ま

り45 歳以上 の 中年期 に なると, こ れか ら の 人生を

よりよ い も の とする ため
, 青年期 で 確立 した自己

をもう
一

度考え直すため に
,

より
一

層 の 自己に対

する確実性を持 っ こ とが で き るよう に なる ため に

自己開示が で き , 人と の 関わ りも ス ム - ズ に行え

るよう に なる こ とか らくるも の と考 える . ま た
,

経験年数2 0年以上群 で 正 の 有意な相関を示した.

猪下 に よれば ｢ 経験年数が増す に つ れ て , 自己実

現 に 関わ る自覚が強ま り複合し て キ ャ リ ア 形成が

進む｣
2 7)

と述 べ て い る . 20 年以上 の 経験年数 の 長

い も の ほ ど 一 本貫 い た自分と い う もの が確立し
,

自己開示を ス ム ー ズ に行える も の と考える
. 兄弟

数 3 人以上群 で 正 の 有意 な相関を示 した . ｢ 自我

同
一

性が あ ると い う感覚 は
, 自分 は他者と は異な

る独自な存在 で あり , 生育史から 一 貫 した自分ら

しさ の 感覚 を維持 し て い ると い う自分 に つ い て の

確信ある体験 で あ る. ｣
4 ) こ の よう に , 人間は他人

と自分とを比較する こ と に よ っ て 自己を は っ きり

させる . 兄弟数が 多い ほ ど自分 の 周り に比較する

者が多く い る ため に 自我同 一 性が確立 しやすく ,

こ れが関係開始 ス キ ル に 影響した も の と考える.

2 . 関係開始 ス キル と自己没入 と の 関係

関係開始 ス キ ル と自己没入と の 関係 に お い て仮

説で は負 の 相関 に な る こ とを推定 したが, 研究結

果で は正 の 相関を示 した . 自己没入が強 い と い う

こ と は自分 に つ い て 考えやすく,
なかなか止まら

な い と い う こ と で あ り自己注目が強くな ると考え

られる .
カ ー バ -

と シ ャ イ ア
ー

は自己を公的自己

と私的自己に分 け, ｢ 公 的自己と は自己 の 容姿や

振る舞 い な ど他者か ら観察され る側面 で , 私的自

己と は感情 ･ 思考な ど他者が直接観察 で きな い側

面で あ る. ｣
2 8)

と述 べ て い る . 看護職者 は多く の 患

者か ら注目され るため公的自己が高まり, 自分 の

言動 に注意を払い人当たり の よ い 行動をと ろうと

する傾向がある .
こ の こ とが関係開始 ス キ ル と正

の 相関 に つ なが っ たも の と考え られ る
.

ま た, 女

性群 で 正の有意な相関が み られ た
. 桜井 は ｢ 女子

は自分が他者か ら どう思われ て い るかを気に した

り
, 早くから自分 の 顔や ス タイ ル を気に し て服装

や髪型 に気を配る
. ｣

2 9)
と報告し て い る

. ま た ｢ ぶ

り っ こ｣ と い う言葉が あるよ う に 女性 の 方が男性

よりも相手 に よく見 られ た い と い う希望が強い と

考え られ る. こ れ ら の こ とか ら女性 の 方が公的自

己 へ の 注意が強くなり, こ れが 関係開始 ス キ ル に

影響 したもの と考える . 4 5 歳以上群 で 有意な正 の

相関が みられ た. 中年期 の 課題 は ｢ 生殖期｣ と呼

ばれ, 次 の 世代を担う者 の 援助や世話を行 い 指導

し て い く社会的責任 を伴 う
30)

.
45 歳以上 の 群は後

輩 の 見本とな る必要が あり , 自分 の 言動 に注意を

払う . そ の た め関係開始も ス ム
ー ズ に 行う こ とが
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で き るも の と考える . 経験年数20 年以上群に お い

て正 の 有意な相関を示した
. 猪下 の 研究 に よれば

,

経験年数 の 増加や職位 の 上昇 に よ っ て キ ャ リ ア 意

識が高くな る
27)

と報告し て い る. キ ャ リ ア 意識が

高ま ると, 周囲 の 人か らよく見られた い
,

よく評

価され た い と い う願望が 強くなる. さ ら に経験年

数 の 長い者 は経験年数 の 短 い者の見本と なる必要

があ る. そ の ため公的自己 へ の 意識が高ま り関係

開始 ス キ ル に影響 したも の と考える
. 副師長 ･ 主

任群 に お い て も正 の 有意な相関が み られ た.
こ れ

も経験年数同様キ ャ リ ア 意識 の高まり に より, よ

く見られた い と い う希望が強くなる こ と
,

ま た上

司か ら の評価と後輩 の 見本と い う中間 の 立場 に あ

る ため公的自己も高くなり ,
人当り の 良い行動を

とる ため関係開始が ス ム ー ズ に行える もの と考え

る
. 次に専修学校群 に お い て 正の有意 な相関が み

られ た
.

こ れ は専修学校と大学 ･ 短大と の 教育 シ

ス テ ム の違 い に よると考え られ る. 専修学校 で は

臨床実習 に お い て 大学 ･ 短大よりも患者と の 関わ

りを持 っ 機会を重視さ れる実習 で ある ため に , そ

の よ うな経験を通 して 対人関係 に お い て ど の よう

に 振舞えば よ い かを よく知 っ て おり公的自己の 意

識 も高 い と考え られ る. そ の ため人当り の よ い 行

動 をとり ,
こ れが関係開始 ス キ ル に 影響した も の

と考え る . 友人数 1 人群 に お い て正 の 有意な相関

がみ られた .
こ れ は友人が 1 人しか い な い と そ の

友人とうまく付き合 っ て い き た い と考え るた め に

人当たり の よ い 行動をとる よう に なり, 関係開始

ス キ ル が よくな っ たもの と考える.
こ の よう に各

群 に おける自己没入 の高ま りは公的自己 へ の 注目

を高め人当たり の よ い 行動 をとらせる よう に働く

た め に
,

それ が関係開始 ス キ ル を高め
, 正の 相関

に つ なが っ たも の と考える .

3 . 関係開始 ス キル と孤独感と の 関係

対象全体 に お い て , 関係開始 ス キ ル と孤独感と

の 間で有意な相関はみられ なか っ た . しか し職階

別 に みると副師長 ･ 主任群 に お い て 正 の 有意 な相

関が あ っ た
. 菊地 の 研究 で は ｢ ベ テ ラ ン 看護婦は

若い看護婦と の 意思疎通や同僚と の 信頼関係 に問

題を抱え て い る｣
3 1)

と報告 し て い る.
こ の こ と か

ら副師長 ･ 主任群 で は後輩や同僚と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に問題を抱え
, 孤独感が強くなると考えら

れ る. ま た副師長 ･ 主任と い う と い う中間管理職

で は後輩か ら の 信頼と婦長か ら の 期待と の 板ばさ

み に あ い, より
一 層孤独感が 強くな るも の と考え

られ る. しか し副師長や主任は後輩を まと め て い

く必要と責任を負うため に孤独感が強 い は どそれ

が もた らすネガ テ ィ ブな面 - の 注意が高ま り, 自

分か ら話 しか け て い く.
こ の こ とが関係開始 ス キ

ル に影響 したも の と考える . 次 に友人数 0 人群 に

お い て正 の 有意な相関が見られ た. 中村 は ｢ 孤独

で 不安 に なれ ば誰か と 一 緒に い たくなる し, また
,

傍ら に他者が い れば自分 の こ と に つ い て そ の 人に

語 りたく なり, 自己開示を行う こ と で心の 安定を

うる こ とが で きる
. ｣

32)
と述 べ て い る . こ の こ とか

ら友人 の い な い孤独な者 ほ ど自分か ら他者 に話 し

か け て い き, それが関係開始 ス キ ル に影響 したも

の と考える .

4 . 関係開始 ス キル と対人不安と の 関係

対人不安と関係開始 ス キ ル と の 間 で負 の 有意な

相関を示 した
.

デ ュ
ー パ ル と ウ イ ッ ク ラ ン ド の 客

体的自覚理論に よ ると ｢ 客体的自覚状態 に お かれ

ると , ある自己 の 側面が顕著 に なり , そ の 自己 の

側面 に対 し て , 適切さ の 基準 が明らか に なる. そ

して 適切さ の基準が明らか に な ると
,

そ の 適切さ

の 基準 に 従 っ て 自己評価するよ う に なる . ｣
33 )

と述

べ て い る . しか し現実 の 自己が こ の 適切さ の 基準

に 達し て い な い ため
, 自己 - の 批判が生 じ対人不

安が生 じると考え られ る. 看護職 の よう に多く の

患者や医師 ･ 同僚がま わり に 存在 し て い ると
, 他

人か ら見られ て い ると い う意識か強ま り客体的自

覚状態が高ま る .
そ の ため対人不安が強ま り対人

関係を避 けるよう に なり,
こ れが 関係開始 ス キ ル

に 影響 したもの と考える. 女性群 で 負 の 有意な相

関が みられ た
.

こ れ も男性 と女性 の い ずれか がよ

り対人不安を経験するか は, 特定 の 社会的反応や

自己呈示 の 様式 に依存するた め
一

概 に判断する こ

と は で きな い
.

しか し
, 対人不安感 に お い て男性

よりも女性 の 方が高 い 得点を 示し
, 初対面 の場合

に関する項目と密接 に関係 して い た こ とか らも,

現代 の 女性は男性よりも人と はじめ て会話する こ

と に 不安を感じる こ とが考え られ る
34 )

.
こ れ ら の

こ とか ら女性 の 方が対人不安が強く, 他人と話す

こ とを避 けるよう に なり, 関係開始が ス ム
ー ズ に
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行えな い こ とか ら負の相関 に な っ たもの と考え る.

24 歳以下 の 若 い年齢群 に お い て 負 の 有意な相関が

見られた .
シ ュ レ ン カ ー とリ ア リ ィ は ｢ 対人不安

が生 じる ため に はまず, 自己に つ い て の ある印象

を与えた い (呈示 した い) と願 っ て い る ( 動機 づ

け) 必要が ある . ｣
3 5)

と述 べ て い る
.
24 歳以下 の若

い 看護師は先輩か ら の信頼を得た い と い う願望が

強 い
.

そ の ため自分 に対 して よ い 印象を与え た い

と い う希望が強く対人不安が生じやすく, こ れ が

関係開始 ス キ ル に 影響したも の と考え る. ま た,

35 - 44 歳群 で 負 の 有意な相関が見られ た. こ の 時

期は ひ と り立 ちする ため に 自分を打ち出し て い く

野心的側面が重要 に な り, 相手か らよ い 印象, よ

い評価を受けた い と強く願う. そ の ため自己 へ の

注目が強まり, 自分が どう見られ て い るか
,

どう

評価され て い るか を過剰 に気に する ため に人目を

避 けるよう に なり ,
こ れが関係開始 ス キ ル を低下

させ て い る も の と考えられる . 経験年数別 で は 3

年以下群 で 負 の 有意な相関が見られた
. 3 年以下

の 経験年数 の 短い 者は先輩か らど の よ う に見 られ

て い るか
, ど の よう に評価され て い るかが気に な

り自己 へ の 注目が高まり, 対人不安が生 じ対人関

係を ス ム - ズ に 行えな い こ とが関係開始 ス キ ル に

影響 した もの と考えられ る. また10 年以上群 に お

い て 負 の 有意な相関を示した
.

10 年以上 の ベ テ ラ

ン 看護師で はキ ャ リ ア 意識が高く なる. そ の ため

自分はど の よう に評価され て い るかと い う こ と に

気を配るため 自己 へ の 注目が高まり, 対人不安が

強ま り関係開始 ス キ ル に影響したもの と考え る.

職位別 で は副師長 ･ 主任群 で 負 の 相関を示 した
.

副師長 ･ 主任 に なると キ ャ リ ア 意識が高まり, 自

分をよく見せ た い と い う願望が強くな る. そ の た

め 自分 の 言動 など公的自己 へ の 意識が強ま り, こ

れが 関係開始 ス キ ル に影響した もの と考え る
. ま

た看護師群 に お い て負の 有意な相関が見 られた.

看護師は同僚だ け で なく看護師長や副師長など の

上司から常に見 られ て い る感覚を覚え
,

そ の ため

に対人関係 に お い て不安が生じやすくなか なか上

司と の 会話 に ス ム ー ズ に入 っ て い けず, こ れが関

係開始 ス キ ル を低くさせ て い るも の と考える . 学

歴別 で は専修学校群に お い て 負 の 有意な相関が見

られ た. 専修学校 で は大学 ･ 短大より も臨床実習
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が多く, 多く の 対人関係 の 機会 を経験 し て い る.

そ の ため に
,

人と の 関係開始が慎重 に な り, それ

が対人不安を強め関係開始が なか なか で き な い こ

とか らくる結果と考え る. 次に 友人数 0 人群,
1

人群 で負 の 有意な相関が見 られ た
. 友人数が少な

い と友人を作り た い と考え, 自分 をよく見せた い

と考える
.

そ の た め自己 へ の 注目が高ま り対人不

安が生 C , 関係開始 ス キ ル を低くさせ た もの と考

え る.

結 論

人間関係 に お ける看護職者 の 関係開始 ス キ ル に

影響する個人 の属性 で ある自我同 一 性 , 自己没入,

共感的配慮, 孤独感, 対人不安等が ど の よう に影

響し て い るか を調 べ た結果, 次 の こ とが明らか に

な っ た
.

1
. 関係開始 ス キ ル と自己没入 とは相関がみ られ

た.

2
. 関係開始 ス キ ル と対人不安と は相関が あ っ た.

3 . 自我同
一

性と関係開始 ス キ ル とは対象全体 で

は相関を示さ なか っ たが年齢別, 経験年数別 ,

兄弟姉妹数別, 友人数別 で相関が み られ た.

4
. 共感的配慮と関係開始 ス キ ル と は対象全体で

は相関が なか っ たが, 友人数別 で相関を示した
.

5 . 孤独感と関係開始 ス キ ル と は対象全体 で は相

関が認 められなか っ たが職位別, 友人数別 で相

関が み られ た
.

6
. 関係開始 ス キ ル に最も影響する個人 の 内的属

性 は対人不安で あ り, 次 い で 自己没入 で あ っ た.

以上 の こ とか ら仮説 1
,

2 , 3 , 4 , 5 は肯定

され た
.

研究成果の 活用 と限界

看護職者 の 関係開始 ス キ ル を向上させるため に ,

関係開始 に影響を与え る個人 の 内的属性を改善す

る上で
, 訓練 ･ 教育するため の 資料と し て 本研究

成果を活用 で きるも の と考える . しか し, 本研究

は2 つ の 病院 に お ける結果 で あ る た め, 他 の 看護

職者 の 集団 に お い て も調査する こ と
, 男性数が少

数で あ っ たた め, 今後 は増や し て さ ら に検討する
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こ とが今後 の 課題 で あ る. ま た, 本研究 に使用し

た孤独感を測定する尺度 に お い て は信頼性係数が

低い 値 を示 した ため, 今後検討 して いく必要が あ

る
.
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R el a ti o n s hip s b e t w e e n n u r s e s
'

i n iti a ti o n of n e w r el a ti o n s hip s

a n d th ei r i n t e r p e r s o n al a t t rib u ti o n s

K eik o Y O K O D A
l )

,
D ai s u k e T O M I T A

2 )

C h ik a k o H A Y A S H I
3 )

,
S hi z u k o T A K A M A

l )

1 ) D e p a r t m e n t of F u n d a m e n t al N u r si n g ,
S ch o ol o f N u r si n g ,

F a c ult y of M edi ci n e
,
T o y a m a

M e di c al a n d P h a r m a c e u ti c al U ni v e r sit y

2 ) K u r o b e cit y H o s pit al

3 ) S ch o ol of N u r si n g ,
N a ti o n al T o y a m a H o s pit al

A b st r a et

T b e p u r p o s e o f thi s s t u d y w a s t o e x a m i n e r el a ti o n s hip s b et w e e n n n r s e s
'

i n iti a ti o n of

n e w r el a ti o n s hip s o f s o ci al s kill s a n d t h ei r i n t e r n al a tt rib u ti o n s . A s a m p l e c o n si s t e d o f 332

n u r s e s w a s e x a m i n e d . T h e i n s t r u m e n t s u s e d w e r e I niti a ti o n of n e w r el a ti o n s hip s s kill s c al e

of t h e s u b -

c o n c ep t s of s o ci al s kill s c al e b y W a d a
,

M ultidi m e n si o n al e g o id e n tit y s c al e b y

T a n i
,
S elf -

p r e o c c u p a ti o n s c al e b y S a k a m o t o
,
J a p a n e s e v e r si o n of E m p a t h y c o n sid e r a ti o n

s c al e o f t h e s u b - c o n c e p t s of l n t e r p e r s o n al R e a cti vit y l n d e x b y D a vi s
,
L o n eli n e s s s c a l e b y

O c hi ai a n d N e g a ti v e s elf -

a w a r e n e s s i n l n t e r p e r s o n al r el a ti o n s hip s s c al e b y H a y a s hi a n d

O g a w a . T h e s c o r e s of s elf -

p r e o c c u p a ti o n s h o w ed p a r ti al c o r r el a ti o n c o effi ci e n t w it h si g n ifi -

c a n t l e v el o f l % t o t h o s e of i niti a ti o n o f n e w r el a ti o n s hip s . T h e s c o r e s o f n e g a ti v e s elf-

a w a r e n e s s i n i n t e rp e r s o n al r el a ti o n s hip s s h o w e d p a rti al c o r r el a ti o n c o effi ci e n t w it h sig n ifi -

c a n t l e v el of 0 .1 % t o t h o s e o f i niti a ti o n o f n e w r el a ti o n s hip s . T h e s c o r e s o f e g o id e n tit y

s h o w ed p o siti v ely c o r r el a ti o n w ith t h o s e o f i n iti a ti o n o f n e w r el a ti o n s hip s i n diff e r e n c e o f

a g e
,

e x p e ri e n c e
,
b r o t h e r a n d si s t e r n u m b e r a n d f ri e n d s

'

n u m b e r
.
T h e s c o r e s o f e m p a t h y

c o n sid e r a ti o n s h o w e d p o siti v ely c o r r el a ti o n w it h th o s e o f i niti a ti o n of n e w r el a ti o n s hip s i n

diff e r e n c e o f f ri e n d s
'

n u m b e r . T h e s c o r e s of l o n eli n e s s s h o w e d c o r r el a ti o n w ith t h o s e of

i n iti a ti o n of n e w r el a ti o n s hip s i n diff e r e n c e o f c a r e e r l a d d e r a n d f ri e n d s
'

n u m b e r
. I t w a s

s u g g e st e d th a t n u r s e s
'

i n t e r n al a tt rib u ti o n s r el a t e d t o t h ei r i n iti a ti o n o f n e w r el a ti o n s hip s .

K e y w o r d s

i niti a ti o n o f n e w r el a ti o n s hip s
,

e g o id e n t lt y ,
S elf -

p r e o c c u p a ti o n ,

l o n eli n e s s f e eli n g , n e g a ti v e s elf -

a w a r e n e s s i n i n t e r p e r s o n al r el a ti o n s h ip s
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